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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面及び底面を有する基材と、基材の底面の少なくとも一部分を被覆する粘着剤層と、
粘着剤層の表面を被覆し剥離可能な粘着剤保護層とを備えるカテーテル固定具において、
　前記基材の周縁部にカテーテルを沿わすための切欠き部が３０°～１６０°の間隔をお
いて３～１２箇所形成されていることを特徴とするカテーテル固定具。
【請求項２】
　上面及び底面を有するプラスチックフィルムからなる基材と、基材の底面の少なくとも
一部分を被覆する粘着剤層と、粘着剤層の表面を被覆し剥離可能な粘着剤保護層と、基材
の上面に仮着された支持体とを備えるカテーテル固定具において、
　前記基材の周縁部にカテーテルを沿わすための切欠き部が３０°～１６０°の間隔をお
いて３～１２箇所形成されていることを特徴とするカテーテル固定具。
【請求項３】
　切欠き部が３０°～７５°の間隔をおいて形成されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載のカテーテル固定具。
【請求項４】
　切欠き部は弧状に切り欠かれて形成され、２つの前記弧状の切欠き部に挟まれた基材部
分は、基材周縁を下底よりも短い上底とする略台形状に形成されていることを特徴とする
請求項１～３のいずれか１項に記載のカテーテル固定具。
【請求項５】
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　複数の異なる大きさ又は形状の切欠き部を有することを特徴とする請求項１～４のいず
れか１項に記載のカテーテル固定具。
【請求項６】
　基材の周縁部の一部又は全部を繊維基材で形成し、繊維基材にカテーテルを沿わすため
の切欠き部を設けることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載のカテーテル固
定具。
【請求項７】
　基材の外形が略円形又は略楕円形であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項
に記載のカテーテル固定具。
【請求項８】
　粘着剤層と粘着剤保護層との間に吸収性パッドを備えたことを特徴とする請求項１～７
のいずれか１項に記載のカテーテル固定具。
【請求項９】
　基材の周縁部に貼付するための補助ストリップをさらに備え、前記補助ストリップはそ
の周縁にカテーテルを沿わすための切欠き部が形成されていることを特徴とする請求項１
～８のいずれか１項に記載のカテーテル固定具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体内に挿入されるチューブ、カニューレ、ドレーン等のカテーテル（以下、
単にカテーテルという。）を体表面に固定するためのカテーテル固定具に関する。
　　さらに詳しくは、カテーテルの穿刺部を固定するためのカテーテル固定具に関する。
また、本発明の固定具は、医療分野においてカテーテル以外の医療材料、器具の体表面へ
の固定、皮膚や傷の保護又は治療等にも好適に用いることが可能なものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において、薬剤投与、栄養管理、体液の排出、モニタリング等を目的として、
カテーテルを体内に留置することが行われている。この種のカテーテルは、その目的とす
る処置のため、数時間ないし数日間留置されることがあるが、その期間は患者からカテー
テルが脱落したり、逆に内部へ過度に挿入されたりしないように、カテーテルを体表面の
特定の位置に確実に固定、保持しなければならない。
【０００３】
　特に、カテーテルの穿刺部は、その周囲の汚染などにより感染源となり易い。そこで、
カテーテルの穿刺部の固定においては、細菌や液体の侵入を防ぎ、カテーテルに順応する
薄いプラスチックフィルムからなるシート状またはロール状の貼付材が広く使用されてい
る（例えば、特許文献１、２参照）。しかしながら、この種の貼付材は、伸縮性と柔軟性
が高いため、皮膚の伸展やカテーテルに牽引力などが加わった場合に、フィルムにシワが
発生したり、カテーテルとフィルムとの間に隙間ができたりする場合がある。フィルムに
生じたこれらのシワや隙間は、そこから汚染物質が侵入したり、カテーテルが可動し易く
なったりし、感染を引き起こす恐れがある。
【０００４】
　　フィルムとカテーテルの順応性を高めるため、フィルムの周縁部に凹部又はスリット
を設けた手当用品等が開示されている（例えば、特許文献３、４）。
　しかしながら、これらの手当用品のように予め定められた１箇所のスリット部分とカテ
ーテルの所定部分とを位置あわせすることは、非常に面倒な作業となる。これらの手当用
品を貼付する際には、フィルムとカテーテルとの間にシワや空気が入らないように慎重さ
と器用さを要する上、カテーテルの治療の目的、医療従事者の手技等によってカテーテル
の固定位置、曲げ方等も変わるため、スリット部分とカテーテルの位置を合致させること
が困難な場合もあり、医療従事者にとってこのような作業は大きな負担となる。
　また、カテーテルの穿刺部が鎖骨下や前腕部のように、凹凸や湾曲の大きい部位の近く
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である場合には、貼付材とカテーテルや皮膚との密着性を確保することが難しく、貼付材
にシワや剥がれが発生しやすくなるという問題もあった。
【０００５】
【特許文献１】特許第３５６７４３２号公報
【特許文献２】特開２００６－１６７１２９号公報
【特許文献３】特表平４－５０１３７１号公報
【特許文献４】特表２００６－５２２６３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この発明は、上記のような問題点に鑑みてなされたもので、本発明の課題は、カテーテ
ルを体表面の特定の位置に確実に固定することができ、さらにシワや剥がれが発生しにく
く、取扱いが簡便なカテーテル固定具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の課題を解決するため、本発明は、上面及び底面を有する基材と、基材の底面の少
なくとも一部分を被覆する粘着剤層と、粘着剤層の表面を被覆し剥離可能な粘着剤保護層
とを備えるカテーテル固定具において、前記基材の周縁部にカテーテルを沿わすための切
欠き部が３０°～１６０°の間隔をおいて３～１２箇所形成されていることを特徴とする
ことを特徴とする（請求項１）。また、上面及び底面を有するプラスチックフィルムから
なる基材と、基材の底面の少なくとも一部分を被覆する粘着剤層と、粘着剤層の表面を被
覆し剥離可能な粘着剤保護層と、基材の上面に仮着された支持体とを備えるカテーテル固
定具において、前記基材の周縁部にカテーテルを沿わすための切欠き部が３０°～１６０
°の間隔をおいて３～１２箇所形成されていることを特徴とする（請求項２）。
【０００８】
　前記請求項１または２の構成によれば、切欠き部を上記範囲の間隔、個数で設置するこ
とにより、カテーテルとカテーテル固定具との位置合わせが容易となり、また、カテーテ
ル固定具を凹凸や湾曲の大きい部位に貼付した場合でも、基材の周縁部がそれらの部位に
なじみ易く、カテーテルとの密着性も高まるため、カテーテル固定具にシワや剥がれが発
生しにくくなる。
【０００９】
　前記請求項１又は２の発明の実施態様としては、下記請求項３ないし９の発明が好まし
い。即ち、前記請求項１又は２のカテーテル固定具において、切欠き部が３０°～７５°
の間隔をおいて形成されるものとする（請求項３）。これにより、カテーテルとカテーテ
ル固定具との位置合わせが一層容易となる。
【００１０】
　また、前記請求項１～３のいずれか１項に記載のカテーテル固定具において、前記切欠
き部は弧状に切り欠かれて形成され、２つの前記弧状の切欠き部に挟まれた基材部分は、
基材周縁を下底よりも短い上底とする略台形状に形成されていることを特徴とする（請求
項４）。基材周縁部にこのような略台形部分を設けることにより、カテーテルや皮膚に基
材周縁部が密着し易くなり、カテーテルの固定性が高まる。さらに、基材周縁部に略台形
部分があることで、固定具を剥離する際にもその台形部分を摘んで剥がすことができるた
め、取り扱い性が良好なものとなる。
【００１１】
　さらに、前記請求項１～４のいずれか１項に記載のカテーテル固定具において、複数の
異なる大きさ又は形状の切欠き部を有するものとすることができる（請求項５）。また、
前記請求項１～５のいずれか１項に記載のカテーテル固定具において、基材の周縁部の一
部又は全部を繊維基材で形成し、繊維基材にカテーテルを沿わすための切欠き部を設ける
ことができる（請求項６）。さらに、前記請求項１～６のいずれか１項に記載のカテーテ
ル固定具において、基材の外形は略円形又は略楕円形とすることができる（請求項７）。
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【００１２】
　また、前記請求項１～７のいずれか１項に記載のカテーテル固定具において、前記粘着
剤層と粘着剤保護層との間に吸収性パッドを備えたものとする（請求項８）。これにより
、カテーテルの穿刺部からの血液や滲出液を吸収し感染の発生を予防することができる。
【００１３】
　さらに、前記請求項１～８のいずれか１項に記載のカテーテル固定具において、基材の
周縁部に貼付するための補助ストリップをさらに備え、前記補助ストリップはその周縁に
カテーテルを沿わすための切欠き部が形成されるものとする（請求項９）。前記補助スト
リップの切欠き部と、カテーテル固定具の切欠き部とを互いに対向させ、カテーテルを２
つの切欠き部の凹みの間に挟み込むようにして固定することで、より確実なカテーテルの
固定が可能となる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、基材周縁部の所定位置に形成された複数（３個以上）の切欠き部によ
り、カテーテルを体表面の特定の位置に簡単且つ確実に固定することができ、又、シワや
剥がれも発生しにくいため、感染対策に有効で取り扱いが簡便なカテーテル固定具を提供
することができる。また、吸収性パッドや補助ストリップを備えたものとすることにより
、カテーテルの固定性や、感染防止効果のさらなる向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１～６に基づき、本発明の実施形態について以下に述べる。尚、各実施形態の共通部
分には、同じ番号の符号を用いて説明する。
　図１は、本発明のカテーテル固定具に係る実施形態の構成図を示し、ａ）図は正面図、
ｂ）図はａ）図のｂ－ｂ線に沿う断面図である。
　略円形のカテーテル固定具１は、薄いプラスチックフィルムからなる基材２の底面の少
なくとも一部分を被覆する粘着剤層３（この実施形態では基材底面の全面を被覆）と、こ
の粘着剤層３の表面から剥離可能な粘着剤保護層４とを備えた構成を有している。基材２
の周縁部には、カテーテルを沿わすための切欠き部２０が所定の間隔をおいて形成されて
いる。本実施形態においては、弧状の切欠き部２０が、４５°の間隔をおいて８箇所形成
されている。一方、２つの弧状の切欠き部２０に挟まれた部分５が、８箇所の略台形の形
状を有した部分を形成している。つまり、２つの弧状の切欠き部に挟まれた部分５は、基
材周縁を上底、それに対向する部分を下底と見た場合に、下底よりも短い上底を有する略
等脚台形の形状を形成している。
【００１６】
　図２は、本発明のカテーテル固定具に係る図１とは異なる実施形態の構成図を示し、ａ
）図は正面図、ｂ）図はａ）図のｂ－ｂ線に沿う断面図である。
　図２の実施形態は、 HYPERLINK "javascript:fGetImage('000003','図１','K1');" 図
１の実施形態よりも基材２及び粘着剤層３が薄く形成され、基材２の上面に支持体６が仮
着された点が図１の実施形態と異なる。支持体６は、薄いプラスチックフィルムからなる
基材２を貼付するときに、基材２のしわ発生を防止するために基材２の上面に仮着されて
おり、カテーテル固定具１を所定の部位に貼付した後に支持体６の端部に設置されたタブ
７を持って容易に剥離することができる。
本実施形態においては、弧状の切欠き部２０が、４５°の間隔をおいて（1箇所のみ９０
°の間隔）７箇所形成されている。また、２つの弧状の切欠き部２０に挟まれた部分５が
、６箇所の略等脚台形の形状を有した部分を形成している。
【００１７】
　図３は、本発明のカテーテル固定具に係る図１と平面形状が異なる実施形態の正面図で
ある。平面形状以外は、図１の実施形態と同様の構成を有する。
　図３ａ）の実施形態は、カテーテル固定具１の平面形状が全体として略楕円形に形成さ
れ、弧状の切欠き部２０が、３０°の間隔をおいて１２箇所形成されている。また、２つ
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の弧状の切欠き部２０に挟まれた部分５が、１２箇所の略等脚台形の形状を有した部分を
形成している。
　図３ｂ）の実施形態は、カテーテル固定具１の全体形状が略円形に形成され、異なる大
きさを有する弧状の切欠き部２１、２２、２３が、６０°の間隔をおいて６箇所形成され
ている。本実施形態では、互いに対向する位置に同じ大きさの弧状の切欠き部が位置する
ように、切欠き部が設けられている。また、２つの弧状の切欠き部に挟まれた部分５が、
６箇所の略台形の形状を有した部分を形成している。
　図３ｂ）の実施形態は、治療方法等の違いによって直径の異なるカテーテルを使用する
場合でも、その直径のカテーテルに最もフィットし易い切欠き部を選択できるというメリ
ットがある。
【００１８】
　図４は、本発明のカテーテル固定具に係る図１とは異なる実施形態の構成図を示し、ａ
）図は正面図、ｂ）図はａ）図のｂ－ｂ線に沿う断面図である。
　図４の実施形態は、基材が積層基材で形成されている点が図１の実施形態と異なる。即
ち、図４の実施形態の基材は、底面に粘着剤層３ａが被覆されたプラスチックフィルム基
材２ａと不織布等からなる繊維基材２ｂとの積層基材であって、リング状の繊維基材２ｂ
が、粘着剤層３ｂによって、プラスチックフィルム基材２ａの周縁部に固定された構成を
有する。そして、基材の周縁部を形成する繊維基材２ｂに、カテーテルを沿わすための切
欠き部２０が設けられている。
　本実施形態においては、弧状の切欠き部２０が、４５°の間隔をおいて８箇所形成され
ている。また、２つの弧状の切欠き部２０に挟まれた部分５が、８箇所の略等脚台形の形
状を有した部分を形成している。
　図４の実施形態は、カテーテルの穿刺部にあたる基材の中心部分がプラスチックフィル
ムで形成されているため、感染し易い穿刺部の観察が容易であり、さらに基材の周縁部を
繊維基材で形成することで、プラスチックフィルム基材単独とする場合よりもカテーテル
の固定性が良好となり、カテーテルの可動を抑制することができる。
【００１９】
　図５は、本発明のカテーテル固定具の実際の使用状態を示す図であり、カテーテル固定
具によりカテーテル９を固定した状態を示す。図５の実施形態は、図２に示した実施形態
のカテーテル固定具において粘着剤層と粘着剤保護層との間に吸収性パッド８を設けたも
のであり、本図においては、支持体６を基材２の上面から既に剥がした状態を示している
。
　カテーテル９の穿刺部から血液や滲出液がしみでる場合があるが、これらの血液や滲出
液を放置しておくと、そこに皮膚常在菌などが増殖し、感染源となる恐れがある。そのた
め、本発明のカテーテル固定具は、感染の発生を防止するために、穿刺部の周囲（基材の
中央部）に上記吸収性パッド８を設けるが、このパッドは、血液、滲出等の液体吸収性の
パッドとすることが好ましい。この吸収性パッドは、カテーテルの穿刺部が観察できるよ
うにリング状であることが好ましく、さらに後述するような抗菌処理が施されていること
が好ましい。
【００２０】
　図６は、カテーテル固定具の基材周縁部に貼付する補助ストリップ１０について説明す
るための図である。図６ａ）は、図５の実施形態に示したカテーテル固定具において補助
ストリップ１０を貼付した使用状態を示す図で、図６のｂ）～ｅ）は、補助ストリップの
形状のバリエーションを示した図である。
　補助ストリップ１０には、その周縁部にカテーテルを沿わすための切欠き部２００が形
成されている。補助ストリップ１０は、その切欠き部２００の凹みを、カテーテル固定具
の切欠き部２０の凹みと対向させるように、カテーテル固定具の基材周縁部に貼付するこ
とが好ましい。即ち、カテーテル固定具の基材周縁部から飛び出したカテーテル９を、カ
テーテル固定具の切欠き部２０と、補助ストリップ１０の切欠き部２００とで挟み込むよ
うにカテーテルを固定することが好ましい。本図では、補助ストリップ１０を、カテーテ
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ル９の下側に入れ、カテーテル固定具１の基材周縁部の上から基材２を押さえつけるよう
に貼付しているが、補助ストリップ１０をカテーテル９の上から貼付しても良い。このよ
うな補助ストリップを使用することで、カテーテル固定具の基材周縁部の剥がれ、浮きが
さらに起こり難くなるので、カテーテルの位置ずれや、菌の侵入をより確実に防ぐことが
可能となる。
【００２１】
　本発明のカテーテル固定具１の形状は、円形、楕円形や、三角形、長方形、菱形等の多
角形等が利用でき、これらの形状を適宜組み合わせた形状にすることもできる。カテーテ
ル固定具の形状は、カテーテルと切欠き部との位置合わせが容易な略円形、略楕円形が好
ましく、略円形であることが特に好ましい。
【００２２】
　基材周縁部に設けるカテーテルを沿わすための切欠き部は、３０°～１６０°の間隔を
おいて３～１２箇所形成されていることが好ましく、３０°～７５°の間隔をおいて６～
１２箇所形成されていることがさらに好ましい。切欠き部を設ける間隔は、上記角度の範
囲内であれば等間隔でも、複数の異なる角度間隔でもよいが、等間隔に設けることが好ま
しい。切欠き部を上記範囲の間隔、個数で設置することにより、カテーテルとカテーテル
固定具との位置合わせが容易となり、また、カテーテル固定具を凹凸や湾曲の大きい部位
に貼付した場合でも、基材の周縁部がそれらの部位になじみ易く、カテーテルとの密着性
も高まるため、カテーテル固定具にシワや剥がれが発生しにくくなる。
　切欠き部を設ける間隔の角度、個数としては、前記図１～６の実施形態に示した態様が
適用できるが、これらの態様以外にも、ニーズに応じて種々の態様が適用できる。例えば
、１００°、１００°、１６０°の間隔をおいて３箇所の切欠き部を形成する態様、７５
°、４５°、７５°、４５°、７５°、４５°の間隔をおいて６箇所の切欠き部を形成す
る態様等である。なお、ここで言う切欠き部を設ける間隔の角度とは、円周上に全ての切
欠き部の中心が存在する円又は楕円を仮定した場合に、その円又は楕円の中心を基準とし
た隣り合う２箇所の切欠き部の角度間隔である。
【００２３】
　基材周縁部に設けるカテーテルを沿わすための切欠き部の形状は、弧状、スリット状、
などが利用できるが、弧状が好ましい。切欠き部を弧状とする場合には、半径３～３０ｍ
ｍの円の半円部分で切欠き部分を形成することが、カテーテル等への密着性、取扱い性の
観点から好ましい。また、弧状の切欠き部２箇所に挟まれた基材部分を、基材周縁を上底
、それに対向する部分を下底と見た場合に、下底よりも短い上底を有する略等脚台形の形
状とすることが特に好ましい。カテーテルに牽引力が加わった場合に、カテーテル固定具
の周縁に力が集中し、そこをきっかけに基材の剥がれ等が起こり易くなるが、基材周縁に
このような略等脚台形部分を設けることにより、カテーテルや皮膚に基材周縁部が密着し
易くなり、カテーテルの固定性が高まる。さらに、基材周縁部に略等脚台形部分があるこ
とで、固定具を剥離する際にもその台形部分を摘んで剥がすことができるため、取り扱い
性が良好なものとなる。
　基材周縁部に設けるカテーテルを沿わすための複数の切欠き部は、全てを同じ形状、大
きさにしても良いし、複数の異なる大きさ又は形状の切欠き部としてもよい。
【００２４】
　本発明に用いられるカテーテル固定具の基材としては、貼付部位に追従し得る柔軟性、
伸縮性を有し、カテーテルの穿刺部の観察が容易な透明又は半透明のプラスチックフィル
ムが好適に使用でき、例えば、ポリウレタン、ポリエーテルポリエステル、ポリアミド、
ポリエチレン、ポリプロピレン、アクリル系重合体、オレフィン系共重合体等が使用でき
る。これらのうち、ポリウレタン、ポリエーテルポリエステル、ポリアミド等は水蒸気透
過性が良好で、不感蒸散等を妨げることが少ないため、特に好ましい。プラスチックフィ
ルム基材の厚さとしては、１０～１５０μｍの範囲が好ましく、特に１５～７５μｍの範
囲が好ましい。
　また、カテーテル固定具の基材としては、上記プラスチックフィルム以外にも、例えば
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、不織布、編布、織布などの繊維基材やフォーム基材を使用することもでき、これらの基
材をプラスチックフィルム等に積層した積層基材を使用することもできる。好ましい積層
基材は、プラスチックフィルム基材と繊維基材との積層基材であり、カテーテルの穿刺部
の観察を容易とし、且つカテーテルの固定性を高めるために、繊維基材はカテーテル固定
具の周縁部にリング状に設置し、繊維基材の部分にカテーテルを沿わすための切欠き部を
設けることが特に好ましい。繊維基材の厚さは、１５～１，５００μｍの範囲が好ましく
、特に１５～５００μｍの範囲が好ましい。
【００２５】
　本発明に用いられる粘着剤層としては、種々の感圧性粘着剤が使用でき、例えばアクリ
ル系、シリコーン系、ウレタン系、ビニルエーテル系、天然ゴム系、合成ゴム系等の感圧
性粘着剤が挙げられる。中でも、アクリル系、シリコーン系が好ましく、シリコーン系、
テフロン（登録商標）系のカテーテルに対して良好な粘着性を有するシリコーン系が特に
好ましい。また、これらの感圧性粘着剤に、カルボキシメチルセルロース、カラヤガム、
ペクチン、ゼラチン等の親水性高分子化合物を加えた、いわゆるハイドロコロイド粘着剤
を使用すると、汗やカテーテルの穿刺部からの滲出液等を吸収することができ、蒸れによ
るカブレや掻痒感を軽減することができる。
　粘着剤層は、その厚さが５～５００μｍであることが好ましく、５～２００μｍである
ことが更に好ましい。また、粘着剤層の塗工重量でいうと１０～５００ｇ／ｍ2の範囲が
好ましく、２０～１５０ｇ／ｍ2の範囲が更に好ましい。粘着剤層の厚さ、塗工重量がこ
の範囲内にあることにより、貼付時に適度な粘着力を示し、カテーテルや皮膚に対する密
着性及び追従性にも優れ、良好な透湿度を得ることができる。
【００２６】
　本発明に用いられる粘着剤保護層としては、公知の剥離紙、剥離フィルムが利用でき、
紙やフィルムの表面にシリコーン樹脂処理やフッソ樹脂処理等を施したものを利用できる
。
　また、基材として薄くて柔軟なプラスチックフィルムを用いる場合、基材の上面に支持
体を仮着することが好ましい。本発明に用いられる支持体は、基材を貼付するときに基材
のしわ発生を防止する程度の硬さを有するものであればよく、ポリエチレン、ポリプロピ
レン、ポリアミド、エチレン・酢酸ビニル共重合体、ポリエステル等のプラスチック材料
、紙、不織布等が利用できる。この支持体は、基材の貼付時に基材を定型状態に維持でき
れば必ずしも基材の上面の全面を覆う必要はなく、例えば、基材の周縁部だけを窓枠状に
被覆し、基材の中央部は被覆しない形態にすることもできる。支持体を基材に仮着する方
法としては、接着、熱圧着、共押し出しによる仮着等、公知の方法を使用することができ
る。
【００２７】
　本発明のカテーテル固定具は、カテーテルの穿刺部からの血液や滲出液を吸収し感染の
発生を予防するために、粘着剤層と粘着剤保護層との間に液体吸収性のパッドを設けるこ
とが好ましい。吸収性パッドは、カテーテルの穿刺部が観察できるようにリング状に形成
し、穿刺部の周囲に設置できるよう基材の中央部に設けることが好ましい。
　吸収性パッドは、繊維、フォームなどから形成することができ、菌の増殖を抑制するた
めに、抗菌剤等で抗菌処理したものであることが好ましい。抗菌剤としては、亜鉛、銀、
銅等の金属化合物、第４級アンモニウム化合物、ヨウ素化合物、グルコン酸クロルヘキシ
ジン等の公知の物質を使用することができる。
【００２８】
　吸収性パッドの抗菌処理としては、繊維等に抗菌剤を吸着、練り込み、化学結合させる
処理などを利用することができるが、アニオン性官能基を有する繊維において、そのアニ
オン性官能基の一部に抗菌性金属塩又は第４級アンモニウム塩を形成させる処理をしたも
のが好ましい。
　アニオン性官能基を有する繊維としては、カルボキシアルキル化セルロース繊維、ポリ
アミド繊維、毛（羊毛、獣毛等）、絹等のカルボキシ基を有する繊維が好ましく、カルボ
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　抗菌性金属塩としては、亜鉛塩、銀塩、銅塩とすることが好ましく、白色のパッドを変
色させることがない亜鉛塩とすることが特に好ましい。
　第４級アンモニウム塩としては、セチルピリジニウム塩、ベンザルコニウム塩、ベンゼ
トニウム塩とすることが好ましい。
　本発明の吸収性パッドは、リング状であり、カルボキシメチル化セルロース繊維のカル
ボキシ基に抗菌性金属として亜鉛塩又は銀塩を形成したものであることが特に好ましい。
【００２９】
　カテーテル固定具の基材周縁部に貼付する補助ストリップは、その周縁部にカテーテル
を沿わすための切欠き部を有する。補助ストリップの切欠き部と、カテーテル固定具の切
欠き部とを互いに対向させ、カテーテルを２つの切欠き部の凹みの間に挟み込むようにし
て固定することで、より確実な固定が可能となる。
　補助ストリップは、基材と粘着剤層と粘着剤保護層とからなるテープ状の薄片で構成す
ることができ、その材料は、前述のカテーテル固定具の基材と粘着剤層と粘着剤保護層に
使用する材料と同様のものを使用することができる。また、補助ストリップは、カテーテ
ル固定具の基材周縁部に設けられた1個の切欠き部及びその周辺を覆い得る大きさ、形状
を有していればよく、略長方形、ブーメラン型などに形成することができる。
　補助ストリップの周縁部に形成するカテーテルを沿わすための切欠き部は、前述のカテ
ーテル固定具の基材周縁部に設ける切欠き部と同様の形状、大きさのものを採用すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明のカテーテル固定具に係る実施形態の構成図。
【図２】本発明のカテーテル固定具に係り、図１とは異なる実施形態の構成図。
【図３】本発明のカテーテル固定具に係り、図１とは異なる実施形態の構成図。
【図４】本発明のカテーテル固定具に係り、図１とは異なる実施形態の構成図。
【図５】本発明のカテーテル固定具の使用状態を示す図。
【図６】本発明のカテーテル固定具の使用状態と補助ストリップを示す図。
【符号の説明】
【００３１】
　１　カテーテル固定具
　２　基材
　２ａ　プラスチックフィルム基材
　２ｂ　繊維基材
　３，３ａ，３ｂ　粘着剤層
　４　粘着剤保護層
　５　切欠き部に挟まれた部分
　６　支持体
　７　タブ
　８　吸収性パッド
　９　カテーテル
　１０　補助ストリップ
　２０～２３，２００　切欠き部
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